
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

第期
第４回　理事会

新　宗　連

令
　
和

４
年
度

　

事
業
報
告
・
決
算
案
を
承
認

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
見
据
え
た
運
営
方
針
　

検
討
へ

　

ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３

札
幌
市
と
白
老
町
で
開
催

共
生

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
か
ら
学
ぶ

《今号の紙面から》

Ｇ７広島サミットに向け
岸田首相に提言書を手交

ＷＣＲＰ日本委員会

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
思
う

人
間
の
根
本
苦
に
寄
り
添
う
宗
教
者
の
役
割

ユースフォーラム

＜
２
面
＞
　
日
本
宗
教
連
盟
「
不
活
動
法
人
問
題
で
理
事
長
談
話
」
、
新
宗

連
奥
羽
総
支
部「
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
慰
霊
復
興
祈
念
式
典
」

＜
４
面
＞
　
宗
援
連
「

周
年
シ
ン
ポ
」
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
「
宗
教
者
に

よ
る
祈
り
と
シ
ン
ポ
」、庭
野
平
和
財
団
「
第

回
庭
野
平
和
賞
贈
呈
式
」

　
（
次
号
発
行
は
８
月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
世
界
中
で
活
躍
し
て
い
る
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
「
１
万

年
か
か
る
計
算
問
題
」
を
、「
３
分


秒
で
計
算
」
す
る
量
子
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
運
用
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
世
界
は
劇
的
に

変
化
し
、
車
も
自
動
運
転
に
な
る

の
は
時
間
の
問
題

で
、
空
飛
ぶ
乗
り
物

も
間
も
な
く
完
成

し
、
近
い
将
来
は
空

を
自
由
に
移
動
す
る
時
代
も
夢
で

は
な
く
な
り
、
そ
こ
に
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
必
要
不
可
欠
に
な

る
と
の
話
で
あ
る
。

　
ま
た
、
最
近
は
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
対
話

型
人
口
知
能（
Ａ
Ｉ
）に
質
問
す
る

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
膨
大

な
情
報
か
ら
Ａ
Ｉ
が
回
答
を
導
き

出
し
、
人
間
が
答
え
た
か
の
よ
う

な
自
然
な
文
章
や
音
声
で
答
え
て

く
れ
る
と
い
う
も
の
。
横
須
賀
市

は
４
月
か
ら
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を

試
験
導
入
し
、
使
用
し
た
職
員
の

約
８
割
が
仕
事
の
効
率
が
上
が
っ

た
と
の
認
識
を
示
し
た
と
い
う
。

　
一
方
で
誤
情
報
の
発
信
や
情
報

流
出
の
可
能
性
、
ま
た
教
育
現
場

で
は
思
考
能
力
や
問
題
解
決
能
力

の
低
下
を
危
惧
す
る
意
見
が
あ
る

な
ど
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
巡
る

議
論
は
こ
れ
か
ら
高
ま
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

歩
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
快
適
に

し
、仕
事
の
効
率
化
を
も
た
ら
す
。

し
か
し
、
人
間
の
苦
悩
は
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
解
決
で
き
る
の
か
、
と

い
う
疑
問
が
残
る
。

　
ど
れ
ほ
ど
外
側
の
世
界
が
変
わ

ろ
う
と
も
、
便
利
な
世
の
中
に
な

ろ
う
と
も
、
人
間
の
本
質
は
変
わ

る
こ
と
な
く
、
人
間
に
と
っ
て
す

べ
て
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、
心
で
さ
え
身
体
で
さ

え
、
今
ま
で
と
同
様
な
苦
し
み
か

ら
は
離
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
思

う
。
つ
ま
り
人
間
の
根
本
苦
は
一

切
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
仏
教
に
「
対
機
説
法
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
相
手
の
機
根
に
応

じ
て
法
を
説
く
も
の
で
、
こ
れ
は

対
面
で
相
手
の
悩
み
、
苦
し
み
を

注
意
深
く
聴
き
、
や
り
と
り
を
繰

り
返
し
て
わ
か
り
や

す
く
法
を
説
い
て
い

く
。
さ
ま
ざ
ま
な
修

行
も
然
り
。
正
し
く

導
い
て
く
れ
る
人
師
無
し
で
は
、

悟
り
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
発
達
し
て

も
人
間
の
根
本
苦
は
一
切
変
わ
ら

な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
対
面

で
一
人
ひ
と
り
の
苦
悩
に
寄
り
添

い
、
救
い
を
与
え
る
私
た
ち
宗
教

者
の
役
割
は
止
む
こ
と
な
く
、
今

後
も
続
い
て
い
く
も
の
と
確
信
す

る
。（

飯
島
法
道
・
思
親
会
会
長
）

第１１４１号

２０２３年（令和５年）

６月２０日

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会（
新
宗
連
、石
倉
寿
一
理
事
長
）は
６
月
６
日
午
後
１
時
半
か
ら
、

東
京
・
代
々
木
の
新
宗
連
会
館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ
る
「
第

期
第
４
回
理
事
会
」
を
開

催
し
た
。
令
和
４
年
度
事
業
報
告
案
並
び
に
決
算
案
を
承
認
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

運
営
方
針
も
承
認
し
、
同
方
針
に
沿
い
、
今
後
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

川上裕子氏楢木貴美子氏

ウポポイの慰霊施設前で楢木氏が解説

　
理
事
会
の
報
告
事
項
で
は
、

結
成

周
年
特
別
委
員
会
と
企

画
委
員
会
、
「
信
教
の
自
由
」

特
別
委
員
会
、
新
日
本
宗
教
青

年
会
連
盟
（
新
宗
連
青
年
会
）

の
活
動
や
宗
教
界
の
動
向
な
ど

の
報
告
を
行
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
今
年
２
月
の
理

事
会
の
決
定
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
た
「
信
教
の
自
由
」
特
別
委

員
会
の
鈴
木
裕
治
委
員
長
が
、

同
委
員
会
の
進
捗
状
況
と
４
月


日
に
開
催
し
た
「
不
当
寄
附

勧
誘
防
止
法
学
習
会
及
び
懇
談

会
」
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
。

併
せ
て
「
靖
国
神
社
の
政
治
利

用
に
対
す
る
意
見
書
」
の
提
出

は
、
７
月
に
同
意
見
書
を
首
相

な
ど
に
宛
て
、
力
久
道
臣
・
政

治
委
員
会
委
員
長
と
連
名
で
提

出
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
審
議
事
項
で
は
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
案
及
び
同
決
算
報

告
案
を
審
議
。
令
和
４
年
度
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
感
染

対
策
緩
和
に
伴
い
徐
々
に
対
面

の
活
動
を
再
開
し
た
一
方
、
各

地
域
の
状
況
等
に
鑑
み
活
動
の

自
粛
や
、
計
画
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
予
算
の

執
行
に
も
差
異
が
生
じ
た
こ
と

を
説
明
し
た
。
審
議
の
結
果
、

事
業
報
告
書
案
・
決
算
書
案
を

原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
５
類
移
行
に
伴
う
運
営
方

法
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
。
こ

れ
ま
で
要
請
し
て
い
た
感
染
拡

大
防
止
対
策
に
伴
う
運
営
体
制

は
６
月
７
日
以
降
に
解
除
し
、

対
面
で
行
事
を
行
う
際
の
注
意

事
項
や
個
人
の
判
断
に
よ
る
感

染
対
策
事
項
な
ど
に
つ
い
て
提

案
し
た
。
審
議
の
結
果
、
原
案

通
り
承
認
し
た
。

　
次
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
運
営
方
針
に
つ
い
て

審
議
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
験
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
た
新
宗
連
全
体

の
今
後
の
在
り
方
や
取
り
組
み

に
つ
い
て
提
案
。
一
部
文
言
を

修
正
す
る
こ
と
を
条
件
に
承
認

し
、
運
営
方
針
に
沿
っ
て
引
き

続
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
で
具
体

的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
将
来
構
想
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
組
織
事
業
部

会
の
新
井
光
興
部
会
長
が
、
検

討
中
の
「
総
支
部
運
営
に
関
す

る
方
向
性
等
に
つ
い
て
」
経
過

報
告
し
た
。
方
向
性
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
概
ね
了
承

さ
れ
た
。
同
部
会
が
施
策
等
に

つ
い
て
継
続
し
て
検
討
を
進
め

る
こ
と
も
申
し
合
わ
せ
た
。

　
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟

（
新
宗
連
青
年
会
、
宮
本
泰
克

委
員
長
）
は
４
月

、

日
、

新
日
本
宗
教
青
年
会
北
海
道
連

盟
（
青
道
連
）
の
受
け
入
れ
に

よ
り
、
北
海
道
札
幌
市
と
白
老

町
で
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
２
３
」
（
『
栞
』
参
照
）
を

開
催
し
た
。

　
「
共
生
―
違
い
を
知
り
、
理

解
し
、
と
も
に
生
き
る
」
を
テ

ー
マ
に
、
自
分
と
考
え
方
の
違

う
人
と
で
も
そ
の
人
の
こ
と
を

知
り
、
理
解
し
、
共
に
生
き
て

い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
考
え
、
実
践
し
て
い
く
契
機

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
新
宗
連
加
盟
８
教
団
か
ら
参

加
し
た

人
の
青
年
が
二
日
間

に
わ
た
り
共
に
考
え
、
語
り
合

っ
た
。

　

日
午
後
５
時
に
札
幌
市
の

会
議
場
で
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
民

族
の
川
上
裕
子
氏
（
札
幌
ア
イ

ヌ
協
会
教
育
文
化
部
長
）
、
樺

太
ア
イ
ヌ
民
族
の
楢
木
貴
美
子

氏（
樺
太
ア
イ
ヌ
協
会
副
会
長
）

を
招
き
、
講
演
会
を
開
催
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
代
表
の

宮
本
泰
克
委
員
長
と
、
受
け
入

れ
を
代
表
し
て
青
道
連
副
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、
新

宗
連
青
年
会
の
隈
元
正
樹
事
務

局
長
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
、
川
上
氏
と
楢
木
氏
が
登
壇

し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　
隈
元
事
務
局
長
は
導
入
で
、

生
物
学
に
お
け
る
「
共
生
」
の

意
味
と
、
全
て
の
も
の
は
繋
が

っ
て
い
る
と
い
う
、
宗
教
的
な

意
味
と
し
て
使
わ
れ
る
「
共
生

（
ぐ
し
ょ
う
、
と
も
い
き
）
」

の
意
味
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
ま
ず
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）

が
先
祖
の
故
郷
で
あ
る
楢
木
氏

は
「
千
島
、
樺
太
、
東
北
な
ど

北
海
道
以
外
に
も
ア
イ
ヌ
は
住

ん
で
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
次
に

川
上
氏
は
「
ア
イ
ヌ
の
村
で
生

ま
れ
育
ち
、中
学
校
入
学
ま
で
、

世
の
中
は
ア
イ
ヌ
の
人
々
だ
け

だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越

え
、
自
身
が
こ
の
目
で
見
て
き

た
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
皆
さ
ん
に

伝
え
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
楢
木
氏
は
先
の
大
戦
後
、
樺

太
か
ら
日
本
に
引
き
揚
げ
て
き

た
「
和わ

人じ
ん

」
と
共
に
北
海
道
の

開
拓
村
で
育
っ
た
。
「
親
た
ち

は
子
ど
も
に
樺
太
ア
イ
ヌ
の
こ

と
を
教
え
な
か
っ
た
が
、
お
酒

を
飲
む
と
知
ら
な
い
言
葉
を
話

す
親
た
ち
を
見
て
、
不
思
議
に

思
っ
た
。
後
か
ら
そ
れ
が
ロ
シ

ア
語
や
樺
太
ア
イ
ヌ
語
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
幼
少
期

の
思
い
出
を
語
り
、
同
化
政
策

に
よ
り
日
本
人
に
な
っ
た
こ
と

で
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
を
隠
し

て
き
た
両
親
の
苦
労
を
語
っ

た
。
楢
木
氏
は
樺
太
の
写
真
や

伝
統
楽
器
ム
ッ
ク
リ（
口
琴
）の

演
奏
も
披
露
し
た
。

　
川
上
氏
は
和
人
か
ら
受
け
た

差
別
に
対
し
て
「
苦
し
い
思
い

も
し
た
が
、
歳
を
過
ぎ
た
頃
、

ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
た
、
世
界
の

先
住
民
族
と
の
交
流
大
会
に
参

加
し
た
時
に
、
自
分
以
上
に
苦

し
ん
で
い
る
先
住
民
族
の
人
が

世
界
に
い
る
こ
と
を
知
り
、
日

本
人
と
し
て
日
本
に
住
み
、
日

本
語
も
で
き
、
ア
イ
ヌ
語
も
使

え
、
生
活
が
で
き
て
い
る
こ
と

は
幸
せ
と
感
じ
た
」と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
川
上
氏
は
「

歳
の

時
に
、
自
身
が
大
病
を
患
っ
て

死
の
淵
を
さ
ま
よ
っ
た
経
験
を

し
た
。
目
が
覚
め
た
時
、
そ
ば

に
い
て
、
支
え
て
く
れ
た
家
族

や
仲
間
の
あ
り
が
た
さ
、
命
の

尊
さ
に
気
付
き
、

自
分
が
ア
イ
ヌ
に

生
ま
れ
た
こ
と

は
、
本
当
に
幸
せ

だ
っ
た
と
思
え

た
。
今
日
は
そ
れ

を
一
番
伝
え
た
か

っ
た
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

　
両
氏
の
話
の

後
、
班
ご
と
で
感

想
の
共
有
が
行
わ

れ
、
両
氏
の
話
を

聞
き
、
今
自
分
に

で
き
る
こ
と
な
ど

を
、
青
年
の
目
線

で
語
り
合
っ
た
。

　
翌

日
午
前


時
か
ら
、
ア
イ
ヌ
の
歴
史
が
学

べ
る
施
設
「
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族

共
生
象
徴
空
間
）」（
白
老
町
）

に
川
上
氏
、
楢
木
氏
同
行
の
も

と
訪
れ
、
施
設
内
に
あ
る
国
立

ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
で
の
見
学

や
、
伝
統
芸
能
の
鑑
賞
な
ど
を

通
じ
、
ア
イ
ヌ
文
化
や
歴
史
に

つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め

た
。

　
午
後
か
ら
は
、
過
去
に
発
掘

・
収
集
さ
れ
全
国
各
地
の
大
学

に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
た
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
遺
骨
・
副
葬
品

の
う
ち
、
直
ち
に
返
還
で
き
な

い
も
の
が
納
め
ら
れ
て
い
る
慰

霊
施
設
を
訪
れ
、
参
加
教
団
別

（
解
脱
会
・
思
親
会
・
松
緑
神

道
大
和
山
・
崇
教
眞
光
・
善
隣

教
・
大

會
教
団
・
妙
智
會
教

団
・
立
正
佼
成
会
）
に
献
花
を

行
い
、
宮
本
委
員
長
の
先
導
の

も
と
、
参
加
者
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　
そ
の
後
、
閉
会
式
を
行
い
、

青
道
連
副
委
員
長
と
宮
本
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
。
宮
本
委
員
長

は
「
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
今

の
時
代
で
、
宗
教
青
年
が
他
者

に
ど
う
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
か
を
考
え
る
時
、
今

回
、
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
で
、
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
頂

戴
で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
（
戸
松

義
晴
理
事
長
）
は
５
月

日

夕
、
戸
松
義
晴
理
事
長
ら
代
表

者
８
人
が
東
京
都
千
代
田
区
の

首
相
官
邸
を
訪
れ
、
岸
田
文
雄

首
相
に
、

日
か
ら
の
Ｇ
７
広

島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
宗
教
者

に
よ
る
提
言
書
を
手
交
し
た
。

　
「
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た

宗
教
者
提
言
～
『
ヒ
ロ
シ
マ
の

心
』
が
導
く
持
続
可
能
な
平
和

を
め
ざ
し
て
」
と
題
す
る
提
言

書
は
、
５
月

日
に
同
日
本
委

員
会
が
広
島
で
開
催
し
た
「
宗

教
者
に
よ
る
祈
り
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
（
４
面
に
詳
報
）
に
て

採
択
さ
れ
た
も
の
。

　
提
言
で
は
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ

ッ
ト
参
加
国
の
指
導
者
に
「
ヒ

ロ
シ
マ
の
心
」（
原
爆
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
り
、
戦
争
と
い
う

過
ち
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
を
誓
い
、
同
時
に
過
去
の
悲

し
み
に
耐
え
、
憎
し
み
を
乗
り

越
え
、
全
人
類
の
共
存
と
繁
栄

を
願
い
、
真
の
世
界
平
和
の
実

現
を
祈
念
す
る
）
の
具
現
を
要

請
。具
体
的
な
提
言
と
し
て「
分

断
か
ら
和
解
、
対
立
か
ら
対
話

へ
」「
核
戦
争
回
避
と
核
兵
器

廃
絶
」「
地
球
の
持
続
可
能
性

へ
の
責
任
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

へ
の
責
任
」「
極
端
な
経
済
格

差
の
是
正
」「
信
教
の
自
由
の

堅
持
」
の
６
つ
を
表
明
し
た
。

　

日
は
冒
頭
、
戸
松
理
事
長

が
岸
田
首
相
へ
提
言
書
を
手
渡

し
た
。
会
談
で
岸
田
首
相
は

「
提
言
の
ポ
イ
ン
ト
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
議

論
を
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
戸
松
理
事
長
は
「
祈
り
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
報

告
。
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
の
実
現
に
向
け
て
、
日
本

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
要
望
し
た
。

　
【
首
相
官
邸
訪
問
者
】
戸
松

義
晴
（
浄
土
宗
心
光
院
住
職
・

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
理
事
長
）、

宍
野
史
生
（
神
道
扶
桑
教
管
長

・
日
本
宗
教
連
盟
理
事
長
・
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
特
別
会
員
）、

田
中
恆
清
（
神
社
本
庁
総
長
・

石
清
水
八
幡
宮
宮
司
・
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
日
本
委
評
議
員
）、
庭
野
光

祥
（
立
正
佼
成
会
次
代
会
長
・

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
理
事
）、
宮

本
惠
司
（
妙
智
會
教
団
法
嗣
・

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
顧
問
）、
河

田
尚
子
（
ア
ル
・
ア
マ
ー
ナ
代

表
・
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
女
性
部

会
副
部
会
長
）、
黒
住
宗
道

（
黒
住
教
教
主
・
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日

本
委
理
事
）、
白
浜
満
（
カ
ト

リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
教
区
長
）

―
〈
敬
称
略
〉

新宗連会館で、オンラインを併用して開催した理事会

　ユースフォーラムは、毎
年８月日、国立千鳥ケ淵

戦没者墓苑で行われる「戦争犠牲者慰霊並びに平和
祈願式典」（８．式典）と並び、新宗連青年会の
二大行事に位置付けられている。全国の新宗連加盟
教団の青年が一堂に集い、「出会い・啓発・学習」

の場として、新宗連青年会の活動への理解を深める
とともに、一人ひとりが共通の課題、ひいては「世
界平和の確立」と「人類福祉の向上」の目的達成の
ために最善と思われる行動、方法論を探求すること
が目標。テーマに基づいて語り合うことで、お互い
を高め合う場となっている。

左
か
ら
黒
住
氏
、宮
本
氏
、田
中
氏
、

戸
松
理
事
長
、岸
田
首
相
、宍
野
氏
、

庭
野
氏
、河
田
氏
、白
浜
氏（
写
真

提
供
／
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
）




